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NPO やましろ里山の会 週刊ニュース 1142 号 2026-6-18 

●蛍の集いと里山音楽会 6 月 13 日 

梅雨の中休み的な雨の無い曇り空が続きまし

た。このような天気の中、京都市に続いて京

田辺市も 30 度をこえる真夏日を記録したと

いわれていました。朝からは里山農園の作業

日で夕方からの準備を兼ねて皆さんが頑張っ

て用意を整えました。 

ご参集されたのはホームページで知ったとい

う大阪府高槻市から親子 4人や同じくホーム

ページで申し込まれた方々に加えて飛び込み

参加者とスタッフを加え 27 人でした。 

観察棟に登りエノキの上から説明を聞きまし

た。定刻 16 時半に開会宣言の後、自己紹介

が行われ愉快な仲間の輪が出来上がり教育棟

や観察棟、周遊通路周辺で昆虫観察をしまし

た。10 号地は下草が除草されていたのでそ

こでサッカーボールを蹴り、存分に自然を楽

しんでいた姿が印象的でした。導入の自由時

間が過ぎた頃、紙飛行機折りが提案され、思

い思いの紙飛行機を折りました。大いに工夫

を繰り返し、うまく飛ばすコツをつかんだ頃

教育棟の高台から子どもたちのほとんどが

飛ばしました。手から離れるとすぐに旋回

するもの､まっすぐ降下するものや、ゆっく

り降りて来る滞空時間の長いものなど様々

な飛び方がありました。子供たちは急斜面

を元気よくかけ下りたり登ったりと紙飛行

機を飛ばしてよく遊んでいました。18 時に

夕食の時間とされていたので、持参の弁当

をウグイスのさえずりを聴きながら楽しみ

ました。この時間帯には沖縄三線バンドサ

ークルが楽器の調整など出番の準備中でし

たので賑やかな夕食時間となりました。夕

闇が迫ってきた 19 時～キジムーバンドが福

田さんの元気な歌声で始まり工夫を凝らし

キジムーバンドの熱演が続きました 
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たプログラムで約 60 分間引き込まれました。ホタルが飛翔する時刻に合わせて場所を炭焼小屋付

近に移動して蛍の飛翔を待ちました。この日の暑さは蒸し暑さがなかったのですが期待していた

ほど蛍の飛翔は弱く少し残念な状況でした。スタッフの皆さん朝から準備を進めていただきまし

てありがとうございました。 

 

●木曜日の作業について 6 月 11 日(木) 

木曜日のパソコン教室はまず週刊ニュースの校正から始まりました。この日のために播川さんが

一足早起きをして美味しいコーヒーと茶菓子を準備してくださり、10 時過ぎの一息の休憩が楽し

みになっています。そして小川様に原稿をお渡ししてさらに編集に力を入れてホームページに公

表となります。1000 号を先日記録したと思っていたら 1140 号になっていました。原稿が手直し

された頃、京都新聞社の記者の後藤様が取材に来られたので吉村君の手によって京田辺市で最初

のオオムラサキの取組の説明をお話させていただきました。後藤さんは京田辺市に赴任されて 2

年になるそうですが来所は初めてでした。取材の後に吉村君本人に対する取材時間などを打合せ

しました。掲載される記事に期待しています。11 時になるころ数件の週刊ニュースを戸別配布担

当している森島さんが来られ、出来上がったところを受け取って配布に出かけていただきまし

た。原稿チェックは太田さん、播川さん、金田さんの常連の顔ぶれで奮闘を続けています。そし

て正午前に作業が終わり三々五々に帰宅されました。ここから小川様が 14 時頃まで会計事務処理

の作業をこなしていただいています。この間を昼食時間として休憩して鋭気を養います。現在は

30 年記念の集い案内のハガキの戻りが多数返ってきていますので会員名簿の整理に集中します。

しっかり集中しているつもりで作業を進めていますが 10 名分を整理すると集中力がきれてきま

す。この繰り返しを何度も何度も行わなければなりません。若かった頃はこの程度の作業はすん

なりこなす事が出来ていたのですが、今の自分にはかなりつらい継続作業になってきています。 

 

●岐阜県安八郡輪之内町教育委員会の学芸員の浅野哲夫

さんが、町の博物館に里山の会のホームページでヒント

をつかんだ竹蛇籠の現物を設置しようと思いついて製作

指導の依頼のために来所されました。 6 月 17 日(水) 

以前の輪之内町では大きな川があって洪水が悩みの

種でしたが竹蛇籠で川の土手を守ってきた歴史が写

真に記録されています。多くの皆さんにこうした写

真だけでなく現物を展示して先人の苦労を学んでい

ただく資料として取り組んでみたいとのことで依頼

にお越しになりました。この写真この残されている写真から見ると百本以上の蛇籠が使用されて

いる物凄い写真でした。私たち里山の会では竹蛇籠の製作をしているだけでなく、出来る限り普

紙飛行機を折りました お父さんとノコギリクワガタを見つけました 

町の様子を説明される浅野さん 
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及宣伝が出来ないものかと心を砕いてきました。今

回の依頼は待ち望んできたことでありましたので出

席者（森島・有田・播川・太田・野村・山村）は否

応なく協力しましょうとなり、早速 11 月 21 日

（土）を幹部研修会の予定日を使うことで浅野さん

と合意できました。輪之内町では約 30 人の皆さんが

講座に参加されているとのお話もありました。雨天

の場合も作業が可能だそうです。9月 26・27 日に予

定している府立植物園での蛇籠製作講習会に都合がつくようであれば事前練習として参加される

と良い経験になりますよとお勧めをしておきました。                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身を乗り出して説明を聞きました 

カワラサイコ 

六
月
に
咲
く
木
津
川
の
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セイバンモロコシ ワルナス 
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